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広島大学キャンパスリポーター特報

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
華
」
で
、

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
は
「
祭
り
、
そ

れ
は
鮮
麗
な
果
実
」
。
来
場
者
が

過
ご
す
時
間
が
、
食
べ
頃
を
迎
え

た
果
物
の
甘
い
一
瞬
の
よ
う
に
、

華
や
か
で
笑
顔
咲
き
誇
る
も
の
で

あ
っ
て
ほ
し
い
、
と
の
意
味
が
込

め
ら
れ
て
い
る
。

ス
ペ
イ
ン
広
場
の
特
設
ス
テ
ー

ジ
で
は
、
シ
ン
ガ
ー
・
ソ
ン
グ
ラ

イ
タ
ー
井
上
苑
子
さ
ん
の
ラ
イ
ブ

も
。
学
生
に
よ
る
各
バ
ン
ド
は
、

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し

て
会
場
を
盛
り
上
げ
て
い
た
。

屋
内
で
は
、
ハ
ー
バ
ー
リ
ウ
ム

作
り
体
験
や
お
化
け
屋
敷
、
自
作

ゲ
ー
ム
の
体
験
会
な
ど
が
あ
っ
た
。

ウ
ル
ト
ラ
マ
ン
シ
ョ
ー
や
縁
日
な

ど
、
こ
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し

め
る
イ
ベ
ン
ト
も
人
気
を
集
め
た
。

ま
た
キ
ャ
ン
パ
ス
内
で
は
、
卒
業

生
や
元
教
職
員
が
集
う
ホ
ー
ム
カ

ミ
ン
グ
デ
ー
、
教
育
学
部
祭
「
Ｅ

―

ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｍ
」
、
大
学
院
国
際

協
力
研
究
科
の
オ
ー
プ
ン
デ
ー
も

催
さ
れ
た
。

最
終
日
の
３
日
は
、
午
後
８
時

に
フ
ィ
ナ
ー
レ
を
飾
る
花
火
65
発

が
打
ち
上
げ
ら
れ
、
夜
空
を
彩
る
。

最
後
ま
で
大
学
祭
を
堪
能
し
て
ほ

し
い
。

◇
見
ど
こ
ろ
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

若
者
に
人
気
が
あ
る
シ
ン
ガ
ー
・
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
井

上
苑
子
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
。
来
場
者
に
歌
声
を
聴
い
て
ほ
し

い
。
ま
た
、
例
年
よ
り
模
擬
店
や
企
業
ブ
ー
ス
も
多
い
。

ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ
や
教
育
学
部
祭
も
あ
る
の
で
、
大
学
全

体
で
楽
し
め
る
。

◇
こ
と
し
の
実
行
委
員
会
の
特
徴
や
新
た
な
挑
戦
は
あ

り
ま
す
か
。

約
１
２
０
人
で
活
動
し
て
い
る
。
積
極
的
で
、
想
像
力

や
創
造
力
が
豊
か
な
メ
ン
バ
ー
が
多
い
。
向
上
心
と
協
調

性
を
持
ち
つ
つ
楽
し
ん
で
取
り
組
ん
で
き
た
。
大
学
祭
当

日
に
そ
れ
ぞ
れ
１
時
間
の
休
憩
時
間
を
取
れ
る
よ
う
調
整

し
、
来
場
者
の
視
点
で
祭
り
を
見
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
。

そ
こ
で
感
じ
た
こ
と
を
来
年
に
つ
な
げ
る
方
針
だ
。

◇
当
日
の
意
気
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。

自
信
を
持
っ
て
企
画
し
、
つ
く
り
あ
げ
て
き
た
。
学
生

ス
テ
ー
ジ
、
模
擬
店
、
屋
内
外
企
画
と
さ
ま
ざ
ま
な
準
備

を
し
て
き
た
の
で
、
楽
し
ん
で
笑
顔
で
帰
っ
て
ほ
し
い
。

こ
と
し
で
68
回
と
な
っ
た
広
島
大
学
の
大
学
祭
。

実
行
委
員
長
の
工
学
部
２
年
福
地
翔
太
さ
ん
（
19
）

に
意
気
込
み
を
聞
い
た
。

大
学
祭
実
行
委
員
会
に
よ
る
企
画

「
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
」
作
り
が
総
合
科
学

部
棟
教
室
で
開
か
れ
て
お
り
、
多
く

の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
る
。

特
殊
な
オ
イ
ル
に
漬
け
て
花
や
緑

を
楽
し
め
る
こ
と
で
人
気
を
集
め
て

い
る
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
。
部
屋
に
置
け

ば
、
お
し
ゃ
れ
な
空
間
を
手
軽
に
作

る
こ
と
が
で
き
、
花
が
色
あ
せ
し
に

く
い
の
が
特
徴
だ
。

企
画
を
進
め
て
き
た
の
は
１
年
生
。

実
行
委
の
中
心
で
あ
る
２
年
生
の
後

を
継
ぎ
、
来
年
以
降
の
祭
り
の
運
営

を
担
っ
て
い
く
力
を
付
け
る
狙
い
だ
。

教
室
は
多
く
の
子
ど
も
た
ち
で
に

ぎ
わ
い
、
世
界
で
一
つ
だ
け
の
「
花
」

が
会
場
中
に
も
「
華
」
を
添
え
て
い

た
。
東
広
島
市
の
三
ツ
城
小
３
年
の

横
田
梨
乃
さ
ん
（
８
）
は
「
ハ
ー
バ

リ
ウ
ム
が
作
り
た
く
て
大
学
祭
に
来

た
。
意
外
に
簡
単
で
楽
し
か
っ
た
。

部
屋
に
飾
り
た
い
」
と
喜
ん
で
い
た
。

68
回
目
と
な
る
広
島
大
学
の
大
学
祭
が
２
日
、
２
日
間
の
日
程

で
東
広
島
キ
ャ
ン
パ
ス
（
東
広
島
市
）
で
開
幕
し
た
。
文
化
団
体

の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
ほ
か
、
グ
ル
メ
が
並
ぶ
模
擬
店
も
あ
り
、

初
日
か
ら
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
を
見
せ
た
。

好
天
に
恵
ま
れ
、
多
く
の
人
が
集
ま
っ
た
ス
テ
ー
ジ
。
バ
ン
ド

演
奏
や
井
上
苑
子
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
で
盛
り
上
が
っ
た

真
剣
な
表
情
で
ハ
ー
バ
リ
ウ
ム
作
り
に
取
り
組
む

親
子
連
れ
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大
学
内
の
イ
ベ
ン
ト
や
学
生
に
関
す
る
話
題
を
学
生
自
身

が
取
材
し
、
中
国
新
聞
の
朝
刊
や
セ
レ
ク
ト
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
「
中
国
新
聞
デ
ジ
タ
ル
」
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
現
在
、

大
学
連
携
組
織
「
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
中
国
」
（
広
島
市
中

区
）
に
加
盟
す
る
17
大
学
・
２
短
大
の
約
１
５
０
人
が
登
録

し
て
い
ま
す
。
あ
な
た
も
仲
間
に
加
わ
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
フ
ラ
イ
ド
ポ
テ
ト
い
か
が
で
す
か
」

「
釣
れ
る
か
な
」
。
磁
石
を
使
っ
た
魚
釣
り

ゲ
ー
ム
に
子
ど
も
た
ち
も
大
喜
び

美しいハーモニーを響かせる男女混声の

アカペラグループ

ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
を
披
露
す
る
学
生
の
鮮
や
か
な
手
さ
ば
き
に
、

子
ど
も
た
ち
も
興
味
津
々

自分で作った「刀」で、いざ勝負！

山本 千尋（広島大）

川口野乃子（広島大）

貴船 桃佳（広島大）

曹 西慶（広島大大学院）

原 彰吾（広島市立大）

三垣穂菜美（広島市立大）

清水 仁裕（広島修道大）

漆谷 愛梨（広島女学院大）

＝敬称略


